
 事業評価の概要について 

 

１ 事業評価を実施する必要性とは 

  北広島市では、地域公共交通網形成計画を策定するにあたり、国の補助事業

である地域公共交通確保維持改善事業（地域公共交通調査等事業）を活用して

取り組んでいます。 

なお、地域公共交通確保維持改善事業を活用した事業については、次年度な

いし将来の事業をより効果的に実施するために事業の実施状況等を振り返り

評価することとしており、一次評価については、協議会で自己評価をする必要

があります。 

 ※根拠法令：地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱第 3 条第 5 項及び地域公

共交通確保維持改善事業 

 

２ 事業評価対象事業とその内容 

  事業：地域公共交通調査事業（計画策定事業） 

  内容：北広島市地域公共交通網形成計画策定に係る調査業務等 
  
３ 事業評価の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の実施 

事業評価（自己評価＝1次評価） 

協議会が自ら評価を実施し、事業実施状況の確認や改善点 

の把握を行う。 

（国への提出期限 平成 30年 1月 24日） 

※第 2回活性化協議会までの進捗について評価することとします。 

協議会が行った事業評価（自己評価）

の結果については、速やかに市ホーム

ページ等において公表する。 

事業評価（2次評価） 

各地方運輸局に設置された第三者評価委員会において、 

一次評価の結果に対し、客観性・妥当性の検証及び今後 

に向けてのアドバイスを受ける。 

（国への提出期限 平成 30年 1月 24日） 

次の計画や事業への反映 

一次評価及び二次評価の結果を今後の地域の取組へ 

反映させる。 

参考資料 １ 

今回の審議内容 


